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1. はじめに 

 近年，株価予測に対する研究が盛んに行われている．本

研究では，カオス解析に着目した予測手法を提案する．カ

オス解析では，時系列からアトラクタを再構成する手法とし

て，埋め込み(Embedding)が知られている．埋め込みでは，

時系列から時間遅れ𝜏間隔で𝑚点をとってきた軸からなる

空間(相空間)を構成する．得られた相空間に対して，非線

形な予測器を用いることで株価予測を行うことができる．し

かし，従来の時間遅れ𝜏の決定[2]では時系列から多様に

情報を取得することは困難と考えられる．そのため，多様

に情報を取得することができる手法を提案する． 

2. 提案手法 

 本研究では，従来の時間遅れ項τに代わり，図 1 のように

複数の時間遅れ項𝜏𝑖(𝑖 = 1,2, … , 𝑚 − 1; 𝑚は時系列から

取得する次元数)を用いることで株価時系列を特徴空間へ

埋め込む手法を提案する．それによって，時系列から多様

な情報の取得を行うことで予測精度の向上を目指す．時

間遅れ項𝜏𝑖の決定に際して，本研究では Differential 

Evolution[1]を用いた最適化を行う．最適化の評価値とし

ては，式(1)を用いる． 
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𝑛は予測する時系列の長さ，𝐴𝑖, 𝐹𝑖はそれぞれ，時刻𝑖の予

測の正解値，予測値である． 

3. 実験条件 

 東証一部上場企業の 99 銘柄における日時データ(2000

～2010 年)を用いて実験を行った．始めに各銘柄の時系

列を学習ステップで用いる学習時系列(2000 年 1 月 4 日

～2008 年 12月 30日) と，未知時系列(2009 年 1月 4 日

～2010 年 12 月 30 日) に分割した．学習ステップでは，

学習時系列の中でさらに学習，検証のブロックを作成し，

式(1)の値の各ブロック平均値を最終的な評価値として用

いた．学習ステップ終了後には，検証時系列に対して適用

を行った．また，埋め込みを用いた予測と比較を行っ  

 
図１．時間遅れ項𝜏𝑖による埋め込み 

表 1 未知期間に対する予測精度(99 銘柄平均) 

手法 MAPE 

Proposed(Best) 1.809(±0.488) 

Proposed(Average) 1.990(±0.584) 

Embedding 2.110(±0.756) 

 
 図 2 アトラクタ(Embedding)     図 3 アトラクタ(Proposed) 

た．本研究では，𝜏を平均相互情報量法[2]，𝑚を誤り最隣

接法[3]を用いて決定している．なお本研究では，予測器と

して k-Nearest Neighbor Regression(𝑘 = 1)を用いた． 

4. 実験結果 

 実験結果を表 1 に示す．MAPE は式(1)の右辺の第 1 項

の値であり，誤差の度合いを表す．提案手法は確率的最

適化を用いているため，3 回試行の最良値(Best)と平均

(Average)における MAPE を算出している．実験結果より，

平均的に比較手法よりも精度が高い予測を行うことができ

ていると考えられる．また，得られたアトラクタに関しても従

来手法に比べて空間全体に広がっており，予測に有効な

空間として構成されていると考えられる． 

5. まとめ 

 本研究では，株価時系列の予測に有効な特徴空間の構

成を行う方法を提案した．今後は特徴空間の構造などを

用いた予測を行うことで，さらなる精度の向上が期待される． 
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